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資料2 少子化対策の目標数値について

さいき陽平事務所作成



資料3 実際にもつつもりの子供の数・理想の子どもの数の調査方法について

さいき陽平事務所作成

希望通りの人数子どもを持てていない人

小学校入学前の
子どもの保護者

小学生の保護者
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資料4 少子化対策のアクションプランについて

実際の
子どもの数

結婚支援
新婚世帯への
住宅支援

兄弟別園問題
解消

区独自の
電子商品券等給付

現状：１人 理想：２人

理想：１人現状：０人

現状：２人

理想の
子どもの数

理想：３人

必要な支援の具体例

区 都 国

第3子以降
月3万円給付

無痛分娩助成

多子世帯向け
住宅整備さいき陽平事務所作成

第一子
保育料無償化

男性育休取得
推進
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資料5 目標数値に関する論点

①調査対象拡大の必要性

・未婚だが子どもを希望する人

・結婚していて子どもを希望しているがまだ子どもがいない人（新婚など）

⇒上記のような人も調査対象にすべき

②希望の子どもの数が年齢によって変化すること、年齢に応じて必要な支援が異なること

【年間出生数】

⇒同じ 現状0人、理想1人であっても年齢によって
 支援は異なる

さいき陽平事務所作成

子ども1人欲しい⇒不妊治療など
44歳

(現状0人)

子ども1人欲しい⇒住宅支援など
25歳

(現状0人)

年齢別に詳細な調査をすべき

(例)



資料6 年間出生数

さいき陽平事務所作成
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東京都の少子化対策概要版2025
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